
＜発表本一覧＞　※予戦で発表された本を含む

学校名 発表本タイトル 著者 出版社 出版年

第一中 ☆ そして誰もいなくなった アガサ　クリスティー 早川書房 2020

第一中 １５歳のテロリスト 松村 涼哉 KADOKAWA 2019

第一中 海の底 有川 浩

第一中 二人一組になってください 木爾 チレン 双葉社 2024

第二中 スラムに水は流れない ヴァルシャ バジャージ あすなろ書房 2024

第二中 パップという名の犬 ジル ルイス 評論社 2023

第二中 ○ 羊と鋼の森 宮下 奈都 文藝春秋 2015

第二中 ○ 窓ぎわのトットちゃん 黒柳 徹子 講談社 2023

第二中 それってキセキ 小松 成美 ＫＡＤＯＫＡＷＡ 2016

第三中 本でした ポプラ社 2025

会津高 ◇ また、同じ夢を見ていた 住野 よる 双葉社 2016

～当日発表を行っていただく予定だった中学生のおすすめ本～

第一中 五条 紀夫∥［著］ ＫＡＤＯＫＡＷＡ 2025

※出版年は会津図書館所蔵本のものです

　発表本タイトルの　☆印はチャンプ本、◎印は決戦進出本、◇はゲスト発表本です。

メディアワークス
（文庫）角川書店

2005
2009

又吉直樹
ヨシタケシンスケ

殺人事件に巻き込まれて
走っている場合ではないメロス

第１２回 会津ビブリオバトル（知的書評合戦）

見事チャンプ本となったのは
「そして誰もいなくなった」

発表された本の展示を行っています！！
１２月２５日まで、会津図書館ティーンズコーナーでは
第１２回会津ビブリオバトルで発表された上記の本１２冊の展示を行っています。
発表者手書きの紹介文を添えた楽しい展示になりますので、ぜひご覧ください。

予戦はグループ戦！
バトルを重ねるごとに、笑顔や温かい
空気感に包まれ、同世代同士の交流が
生まれました


	展示配布リスト

